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１．学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。

｜。健康と安全を心がけ
明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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翕けまして

あめでとうこざいます

今
年
は

平
成

五
年
は
酉
年
で
す
。

十
二
支
の
動
物
の
中

で
、
た
だ
一
つ
の
鳥
類
で
す
。

単
に
鳥
と
い
う
と
、
ニ
ワ
ト
リ

（
鶏
）
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も

多
い
よ
う
で
す
が
、
ニ
ワ
ト
リ

は
人
間
と
最
も
な
じ
み
深
い
鳥

と
い
え

ま
す
。

ニ
ワ
ト
リ
と
い
え
ば
卵
－

日
本
人

が
一
年
間
に
食

べ
る
卵

の
数
は
、
一
人
当
た
り
三
百
十

一
個
で

す
。
（
世
界

鶏
卵
協
議

会
・
一
九
九
一
年
発
表
）
こ
れ

は
イ

ス
ラ
エ
ル
に
次
い
で
世
界

第
二
位
で
す
。
ニ
ワ
ト
リ
に
は

随
分
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
わ

け
で
す
ね
。

ニ
ワ
ト
リ
の
ル
ー
ツ
は
、
イ

ン
ド
、
ス
マ
ト
ラ
な
ど
の
ジ
ャ

ン
グ
ル
に
住
む
ヤ
ケ
イ
（
野
鶏
）

を
改
良
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
、
今
で
は
世
界

中
の
ほ
と
ん
ど
で
飼
育
さ
れ
て

い
ま
す
。

ニ
ワ
ト
リ

が
日
本
の

文
献
に
最

初

に

登

場

す

る

の

は
『
古

事

記

』

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

あ
ま

い
わ

で

す

。

天

照

大

神

が
天

の

岩

屋

に

こ

も

っ

だ

と

き

、

そ

の

岩

屋

か

ら

出

て

も

ら

う

た

め

に

、

と
こ
よ

な
が
な
き
ど
り

常

世

の

長

鳴

島

を

鳴

か

せ

た

こ

と

が
記

さ

れ

て

い

ま

す

。

東

南

ア

ジ

ア

に

は

、

ニ

ワ

ト

リ

が

太

陽

を
呼

び
出

す

い

ろ

い

ろ

な

神

話

が

あ

り

ま

す

が
、

日

本

も

そ

う

し

た

流

れ

を

く

ん

で

い

る

の

で

し

ょ
う

。

ニ

ワ

ト

リ

に

は

、

卵

用

や

肉

用

、

卵

肉

兼

用

、

観

賞

用

な

ど

の
種

類

が

あ

り

ま

す

。

日

本

の

観

賞

用

の

ニ

ワ

ト

リ

の

中

で

は

、

特

に

長

尾

鶏

が

世

界

的

に

も

有

名

で

す

。

尾

が

十
ニ

メ

ー

ト

ル

に

も

な

る

も

の

も

い

ま

す

。

ま

た

、

鳴

き

声

の

よ

い
東

天
紅
は
、
張
り
の
あ
る
声
で
二

十
秒
近
く
も
鳴
き
続
け
る
も
の

も
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
声
良

鶏
や
唐
丸
な
ど
、
鳴
き
声
自
慢

が
い
ろ
い
ろ
い
ま
す
。

人
間

と
縁
の
深
い
ニ
ワ
ト

リ
で
す
が
、
最
近
は

そ
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
昔
は
農
家

の
庭
先
な
ど
で
飼
わ
れ
て
い
て

文
字
通
り
の
「
ニ
ワ
ト
リ
」
で

し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
企

業

の
養
鶏

が
中
心
と
な
り
、

ゲ
ー
ジ
で
え
さ
や
水
を
与
え
て

飼
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
の

で
、
「
「

コ
ド
リ
」
な
ど
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
酉
年
。
で
も
、
初
日

に
向
か
っ
て
時
を
告
げ
る
鳥
の

声
で
目
を
覚
ま
す
と
い
う
の

は
、
都
会
の
人
に
と
っ
て
は
無

理
な
よ
う
で
す
。

２～已 年頭のあいさつ

むらの話題

已～フ 青少年育成

村民会議だより

８～９ イ呆建婦だより

１０～竹 国保のしおり

出稼ぎ現他の

みなさん

螳～帽 交母だより

銷～恬 あしら廿

匐～口 税務だより

年金だより

悃 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

ｊＪ１’心【ｓら故 郷 の

み な さ ん

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

佐

井

同

郷

会
（

東

京

）

一
年
に
一
度
の
再
会
（
佐
井

会
）
を
楽
し
も
う
Ｉ

と
十
一

月
二
十
九
日
、
東
京
の
グ
ラ
ン

ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
を
会
場
に
、
約

九
十

名

の
方
々

が
出

席

し
て

。佐
井
同
郷
会
″
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
で
四
十
周
年
を
迎
え
た

こ
の
会
に
は
、
佐
井
村
か
ら
村

長
を
は
じ
め
議
長
ら
九
人
も
参

加
。
会
長
の
竹
本
憲
導

さ
ん
が
、

四
十
年
と
い
う
会
の
歴
史
を
振

り
返
え
り
な
が
ら
あ
い
さ
つ
し

だ
の
に
続
气

村
長
と
議
長
が

村
の
近
況
を
報
告
。
会
の
益
々

の
発
展
を
祈
り
、
乾
杯
を
し
て

懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
「
し
ば
ら
ぐ
だ
の

：
：
元
気
で
い
だ
が
・：
」
の
言

葉
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
、
短

か
い
時
間
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
近
況
の
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
恒
例
の
盆
踊
り

の
輪
が
で
き
あ
が
り
、
盛
会
の

う
ち
に
終
了
。
佐
井
の
ヒ
バ
製

品
を
土
産
に
、
参
加
し
た
み
ん

な
さ
ん
は
、
ま
た
の
再
会
を
約

束
し
て
い
ま
し
た
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ

村
長

石
澤
多
佳
樹

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
輝
く
平
成
五
年
の
新

春
を
、
村
民

の
み
な
さ
ま
と
と

も
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
喜
こ
び

申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
平

素

か
ら
村
政
に
対
し
深
い
ご
理

解
、
ご
協
力
を
頂
き
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
と
、
心
配

さ
れ
ま
し
た

稲
作

や
畑
作
に
つ
い
て
は
、
七

月
以
降
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
特

に
稲
作
は
平
年
作
を
大
き
く
上

回
る
豊
作
で
あ
り
ま
し
て
、
心

か

ら

ご
同

慶
に
存

じ
て

い
ま

す
。
ま
た
、
漁
業
に
つ
い
て
も
、

漁
業
協
同
組
合
の
役
職
員
を
は

じ
め
、
漁
民
の
方
々
の
ご
努
力

に
よ
り
、
昆
布
磯
も
回
復
の
傾

向
に
あ
り
、
当
初
計
画
ど
お
り

の
生
産
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

の
生
産
拡
大
に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
疎
対
策
の
一
環
と

し
て
誘
致
し
た
企
業
も
、
バ
ブ

ル
経
済
崩
壊
に
よ
る
影
響
に
も

め
げ
ず
、
企
業
努
力
に
よ
り
順

調
な
会
社
経
営
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
観
光
振
興
を

申
心
と
す
る
む
ら
づ
く
り
も

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
都
市

と
の
交
流
施
設
と
し
て
フ
ォ
ー

レ
ス
ト

ー
パ
ー
ク
及
び
森
林
体

験
館
の
整
備
、
国
土
庁
の
補
助

事
業
で
整
備
を
進
め
て
い
る
が

ん
か
け
公
園
内
の
ケ
ビ
ン（

ウ

ス
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ン
プ
場
、

ス
イ
ミ
ン
グ（

ウ
ス
及
び
駐
車

場
の
整
備
も
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。

一
方
、
急
速
に
進
む
高
齢
化

社
会
へ
の
対
応
と
、
在
宅
福
祉

の
充
実
を
図
る
た
め
、
佐
井
診



佐

井

村
人

会
（
青

森
市

）

青
森
市
の
佐
井
村
人
会
で
も

十
二
月
六
日
、
青
森
県
労
働
福

祉
会
館
を
会
場
に
、
約
五
十
名

の
方
々
が
出
席
し
て
「
第
十
五

回
佐
井
村
人
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
に
は
、
佐
井
村
か
ら
村
長

ら
五
人
も
参
加
。
会
長
の
松
林

正
美
さ
ん
は
、
年
に
一
回
、
佐

井
村
出
身
の
方
々
が
一
同
に
会

し
、
故
郷
の
想
い
出
と
近
況
の

話
が
聞
け
て
、
と
て
も
楽
し
い

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

若
返
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
若
い
人
た
ち
が
村
人

会
に
加
入
し
、
も
っ
と
も
っ
と

会
が
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
佐
井
村
人
会
（
青
森
市
の
事

務
局
は
、
木
村
尚
武
（
旧
性
松

谷
）
さ
ん
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

登
○
一
七
七
（
八
八
）
四
二
三

」叱

第１５回青森市佐井村人会 平成４年１２月６日

療
所
に
隣
接
し
て
匸

局
齢
者
生

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設
中
で

あ
り
、
本
年
四
月
早
々
、
完
成

と
同
時
に
オ
廴
フ
ン
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
我
が
村

の
課
題
は
第
一
次
産
業
の
振
興

に
あ
り
、
と
り
わ
け
基
幹
産
業

で
あ
る
漁
業
の
生
産
基
盤
の
整

備
は
も
と
よ
り
、
付
加
価
値
を

高
め
る
た
め
の
加
工
施
設
の
大

規
模
化
、
さ
ら
に
は
生
産
対
策

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
生
活
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
も
、
下
水
道
の
整
備
を

図
り
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
、

年
次
計
圓
に
も
と
づ
い
て
進
め

て
参
り
ま
す
。
道
路
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
も
、
国
道
三
三
八

号
は
、
順
調
に
そ
の
整
備
が
進

ん
で
お
り
、
佐
井
バ
イ
パ
ス
の

整
備
促
進
に
つ
い
て
も
、
議
会

と
も
ど
も
、
最
善
の
努
力
を
傾

注
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
教
育
文
化

の
充
実
を
は
じ
め
、
観
光
の
振

興
発
展
の
た
め
、
一
層
の
努
力

を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

年
は
恵
ま
れ
た
年
で
あ
る
こ
と

を
念
願
し
、
村
民
各
位
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

好

評

で

す

／

む

ら

お

こ

し

商

品

―

⑥

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売
事
業
協
議
会

Ｉ

グ

リ

ー

ン

ー
シ

ャ

ワ

ー

了

本
ｌ
ｊ
入
〕

小
売
価
格
５
０
０
円

・
入
浴
前
に
、
浴
槽
に
コ
ッ
プ

一
杯
（
約
１５０

匹
）
上

杯

く
ら

い
入
れ
て
入
浴
し
て
く
だ
さ
い
。

・
森
林
浴
も
楽
し
め
ま
す
。

・
天
然
ひ
ば
岫
入
り
。



良
質
の
仔
牛
生
産
を
目
指
す

畜
産
振
興
の
専
門
家
を

招
い
て
指
導
を
受
け
る

村
で
は
、
和
牛
の
仔
牛
生
産

に
よ
り
、
畜
産
経
営
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
肉
牛
の
自
由
化

に
よ
り
、
仔
牛
価
格
の
安
値
が

続
气

苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
良
質
の
仔
牛
生
産

を
目
指
そ
う
と
、
佐
井
村
牧
野

組
合
に
加
入
し
て
い
る
十
六
戸

の
畜
産
農
家
が
参
加
し
て
、
こ

の
ほ
ど
専
門
家
を
招
い
て
の
技

術
指
導
と
講
習
会
を
行
な
い
ま

し
た
。

講
師
に
は
、
現
在
「
神
戸
牛
」

な
ど
の
生
産
指
導
を
し
て

い
る

兵
庫
県
立
中
央
農
業
技
術
セ
ン

夕
１
の
斉
藤
健
光
畜
産
試
験
場

家
畜
部
次
長
が
来
村
。
獣
医
師

で
も
あ
る
先
生
の
、
専
門
的
な

講
習
と
牛
舎
で
の
技
術
指
導
に

よ
り
、
兵
庫
県
と
の
飼
育
方
法

は
違
う
も
の
の
、
十
分
良
質
の

仔
牛
生
産
が
で
き
る
と
、
参
加

し
た
畜
産
農
家
の
み
な
さ
ん
は

自
信
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

▲指導を受ける畜産農家のみなさん

全
国
の
会
員
に
向
け
て
発
送

「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」

ふ
る
さ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

本
州
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
、
新

鮮
な
山
海
の
幸
を
直
送
し
ま

す
。昭

和
六
十
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」
販
売
事

業
は
、
八
年
目
を
迎
え
た
今
年

最
後
の
発
送
式
が
、
十
二
月
十

五
日
、
津
軽
海
峡
文
化
館
ア
ル

ザ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼１個ずつ大切に積み込む ▼手際よ＜パッケージ

県

老

連

創

立

３０

周

年

記

念

「
青

森
県
丿
一
人

ク

ーヴ
ブ
大
会

」
に

参
丿

与

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

藤

田

重

良

「
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
、

活

力

あ

る
老
人

ク

ラ

ブ
の
推

進
」
「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
運
動
と

在
宅
福
祉
を
支
え

る
友
愛
活
動

の
強
化
展
開
」
の
二

つ
の
大
会

ス
ワ

ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
、
十

一
月
十
七
日
、
青
森
市
民
文
化

ホ
ー
ル
で
県
老
連
創
立
三
十
周

年
記
念
「
青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
九
月
に
、
全
老
連
創

立
三
十
周
年
記
念
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
も
開
催
さ
れ
た
わ
け

で
す
が
、
青
森
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
も
創
立
さ
れ
て
三
十
周

年
に
あ
た
る
た
め
、
そ
の
記
念

事
業
と
し
て
開
催

さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

大
会
は
、
青
森
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
長
の
中
野
渡
利
秋
氏

の
式
辞
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功

労
者
や
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
の
表

彰
、
北
村
知
事
や
木
村
守
男
、

山
内
弘
両
衆
議
院
議
員
の
祝

辞
、
大
会
宣
言
、
老
年
の
主
張
、

田
端
義
宏
氏
の
講
演
「
福
づ
く

り
の
人
生
」
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
続
き
、
午
後
二
時
に
終
了

し
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
県
下
に
二

千
余
り
、
会
員
十
一
万
余
り
を

擁
す
る
大
き
な
組
織
で
す
。
こ

の
大
会
に
は
、
各
市
町
村
の
連

合
会
長
や
事
務
局
な
ど
か
ら
五

百
名
が
参
加
し
、
ま
す
ま
す
増

大
す
る
高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
取
り
組
み
を
、
さ

ら
に
大
き
く
強
く
推
進
す
る
決

意
を
新
た
に
し
た
わ
け
で
す
。

ち
な
み
に
大
会
宣
言
に
は
、

次
の
よ
う
な
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

一
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
、



発
送
式
に
は
、
関
係
団
体
か

ら
約
百
人

が
参
加
。
新
巻
鮭
、

し
ょ
う
油
イ
ク
ラ
、
甘
塩
ウ
ニ
、

切
り
も
ち
、
乾
燥
シ
イ
タ
ケ
な

ど
九
品
目
が
、
手
際
よ
く
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。

す

べ
て
の
荷
づ
く
り
が
終
了

す
る
と
、
お
正
月
用
の
産
品
が

入
っ
た
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

は
、
一
個
づ
つ
大
切
に
郵
便
局

の
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
、

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、
全
国

の
会
員
四
三
五
人
に
向
け
て
送

り
出
さ
れ
ま
し
た
。

平成

４

年度

共
同
募
金
運
動
の

実
績
に
つ
い
て

十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
て
い
る
共
同
募
金
に
対

し
、
村
民
の
方
々
か
ら
十
一
月

二
十
五
日
現
在
、
目
標
額
を
上

回
る
七
〇
五
、
五
三
九
円
の
浄

財
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
寄
付
は
、

全
額
青
森
県
共
同
募
金
会
へ
送

金
さ
れ
、
恵
ま
れ
な
い
人
々
の

た
め
に
役
立
て
ら
れ
る
ほ
か
、

村
へ
も
還
元
さ
れ
ま
す
。

募
金
の
内
訳
は

・
村
民
各
位六

四
五
、
七
四
五
円

・
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

三
、
一
八
〇
円

・
社
会
福
祉
大
会八

、
五
六
〇
円

・
佐
井
村
保
育
所
園
児
・
職
員

六
、
五
〇
七
円

・
役
場
、
社
協
職
員

二
三

二
六
二
円

・
管
内
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

職
員

匸
一
、
五
七
三
円

・
役
場
窓
口

五
、
七
一
二
円

○
合

計
七
〇
五
、
五
三
九
円

以
上
の
と
お
り
で
す
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
募
金
に
あ
た
ら
れ
た

奉
仕
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご

多
忙
中
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

「
活
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
」

の
推
進
に
努
め
よ
う
。

一
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
意
識

高
揚
と
会
員
の
加
入
促
進
に

努
め
よ
う
。

一
、
他
世
代
、
他
組
織
と
協
力

し
て
、
充
実
感
と
活
力
あ
ふ

れ
る
郷
土
づ
く
り
に
努
め
よ

一
、
「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
運
動
」

と
「
友
愛
活
動
」
の
前
進
に

努
め
よ
う
。

一
、
「
交
通
事
故
防
止
」
の
徹

底
に
努
め
よ
う
。

ま
た
、
三
十
周
年
と
い
う
一

つ
の
節
目
に
あ
た
り
、
木
村
守

男
、
山
内
弘
両
衆
議
院
議
員
そ

し
て
北
村
知
事
よ
り
励
ま
し
の

言
葉
が
あ
り
、
随
分
と
勇
気
づ

け
ら
れ
た
し
、
大
会
も
盛
り
上

が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

我
が
佐
井
村
も
連
合
会
が
発

足
し
て
三
十
年
に
な
る
わ
け
で

す
が
、
こ
の
記
念
大
会
を
契
機

に
、
来
年
完
成
と
な
る
「
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し

た
活
動
や
事
業
の
見
直
し
を
し

た
り
、
寝
た
き
り
老
人
へ
の
援

助
や
訪
問
活
動
な
ど
も
活
発
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
村

当
局
並
び
に
村
民
各
位
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
「
青

森
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
の
報

告
を
終
り
ま
す
。

１０月１２日から熱戦が繰り広げられて

きた「ナイターバレーボール大会」が

このほど終了しました。

結果は次のとおりです。

男子の部

女子の部

男子の部

順位決定戦 胆振 ２～Ｏくうねる

女 子の部



青

少

年

育

成

村

民

会

議

だ

よ

り

地
域
ぐ

る
み
で

育
成
運
動
を
推
進
し
よ
う

Ｉ
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
－

十
一
月
二
十
五
日
、
津
軽
海

峡
文
化
館
ア
ル

ザ
ス
を
会
場
に

「
第
十
二
回
佐
井
村
青
少
年
健

全
育
成
推
進
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
青
少
年
育
成
関
係
者
約
百

人
が
出
席
し
て
、
あ
す
を
担
う

た
く
ま
し
い
青
少
年
の
育
成
を

目
指
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
育

成
運
動
を
推
進
し
よ
う
Ｉ

と

誓
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
は
、
主
催
者
を
代
表
し

て
野
村
義
勝
会
長
が
あ
い
さ

つ
。
「
青
少
年
の
非
行
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
家
庭

と
学
校
の
み
の
対
応
だ
け
で
な

く
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ

た
地
域
ぐ
る
み
で
の
青
少
年
育

成
運
動
を
進
め
よ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

こ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
、

明
る
く
健
全
な
家
庭
づ
く
り
や

青
少
年
の
社
会
参
加
活
動
へ
の

支
援
な
ど
を
掲
げ
た
大
会
宣
言

を
採
択
し
、
地
域
活
動
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し

た
。ま

た
、
大
会
で
は
、
青
年
の

主
張
発
表
や
講
演
も
行
わ
れ
、

管
内
児
童
お
話
し
大
会
で
最
優

秀
賞
の
原
田
小
六
年
金
沢
留
美

子
さ
ん
、
少
年
の
主
張
防
犯
弁

論
大
会
で
第
二
位
の
長
後
中
二

年
滝
本
尚
吾
く
ん
ら
三
人
が
、

自
ら
の
体
験
を
も
と
に
意
見
を

発
表
し
ま
し
た
。
続
い
て
大
畑

町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
松
本

良
一
さ
ん
が
、「
二
十
一
世
紀

▼表彰を受けたみなさん

〈
少

年

の

主

張

発

表

か

ら
）

犬
夏

の

陰
」

長
後
中
学
校
二
年

凄
馮

ふ
夲

瓜
冏

五
口

夏
休
み
に
入
り
、
ぼ
く
の
住

む
長
後
地
区
も
、
た
く
さ
ん
の

人
で
に
ぎ
わ
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
同
様
に
高
校
生
た
ち
も

夏
休
み
に
入
り
、
ぼ
く
の
先
輩

や
他
県
か
ら
来
た
高
校
生
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
も

時
々
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に

入
っ
て
話
を
し
た
り
、
一
緒
に

泳
い
だ
り
し
ま
し
た
。
け
れ
ど

そ
の
人
達
に
あ
ま
り
い
い
感
じ

を
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

夜
の
十
時
過
ぎ
、
何
や
ら
外

が
さ
わ
が
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
は
だ
れ
か
が
花
火
で
も

や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
十
一
時
を
過

ぎ
て
も
、
そ
の
さ
わ
ぎ
が
お
さ

ま
り
ま
せ
ん
。
二
階
の
窓
か
ら

外
を
見
る
と
、
さ
わ
い
で
い
た

張
本
人
を
み
つ
け
ま
し
た
。
そ

れ
は
あ
の
高
校
生
た
ち
で
し

た
。
暗
く
て
あ
ま
り
よ
く
は
見

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
中

に
中
学
生
一
人
と
小
学
生
が
一

人
、
一
緒
に
歩
い
て
行
き
ま
し

た
。
幸
い
と
言
っ
て
い
い
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
学

生
と
小
学
生
は
、
ぼ
く
の
学
校

の
生
徒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
囗
か
ら
毎
日
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
、
そ
の
高
校
生
と

中
学
生
、
小
学
生
は
、
い
つ
も

集
ま
っ
て
地
区
内

を
歩
き
回

り
、
夜
遊
び
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
そ
の
頃
か

ら
、
そ
の
高
校
生
た
ち
と
一
緒

に
遊
ん
だ
り
し
な
く
な
り
ま
し

た
。
自
分
の
生
徒
会
長
と
い
う

立
場
か
ら
も
、
そ
う
さ
せ
な
く

な
り
ま
し
た
。

お
盆
休
み
で
、
ぼ
く
の
家
に

来
た
お
客
さ
ん
と
何
人
か
で
夜

釣
り
に
行
っ
た
と
き
、
例
の
高

校
生
た
ち
が
岸
壁
に
い
ま
し

た
。
何
を
し
て
い
る
の
か
と
思

い
、
手
に
も
っ
て
い
た
懐
中
電

灯
で
照
ら
し
て
み
る
と
、
お
酒



に
生
き
る
子
ど
も
達
の
た
め

に
」
と
題
し
て
講
演
。
「
子
育

て
は
親
の
日
常
生
活
に
大
き
く

影
響
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
厳
し

く
思
い
や
り
の
あ
る
子
育
て
を

望
む
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
大
会
で
は
、
青
少
年

の
社
会
参
加
活
動
に
積
極
的
な

取
り
組
み
を
し
た
育
成
団
体
や

個
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
表
彰
を
受
け
た
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
善
行
表
彰
＝
島
野
芳
弘

▼
育
成
団
体
表
彰
＝
福
浦
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
／
は
や
ぶ
さ
子
ど

も
会
／
あ
す
な
ろ
子
ど
も
会

ｙ
感
謝
状
＝
田
名
部
武
勇
／
新

田
好
右
工
門
／
工
藤
あ
さ
／
中

村
和
子
／
館
脇
昌
子

習
慣
と
な
っ
て
残
る
も
の

そ
れ
が
…
…
…
し
つ
け

・
我
が
国
で
は
「
し
つ
け
」
を

「
仕
付
」

と
書
き
「

躾

」

と

盍

言
っ
て
き
ま
し
た
。

「
し
つ
け
」

は
「
作
り
つ
け

る
こ
と
」
で
あ
り
、
「
嫁
入
り
」

前
の
花
嫁
修
業
と
か
丁
稚
「
奉

公
」
の
よ
う
に
、
体
に
染
み
込

む
ま
で
厳
し
く
修
業
を
積
む
こ

と
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

・
ま
た
「
し
つ
け
」
は
「
縫
い

目
を
正

し

く
整
え

る

た
め
に

ざ
っ
と
縫

い
っ

け
て

お

く
こ

と
」
で
、
仕
付
糸
で
し
っ
か
り

と
か
た
ど
り
を
し
な
い
と
、
着

物
の
美
し
さ
が
く
ず
れ
、
よ
れ

よ
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
着
物
の
善
し
悪

し
は
、
仕
付
糸
だ
け
で
決
ま
る

の
で
は
な
く
、
仕
上
り
の
段
階

で
仕
付
ど
お
り
に
仕
上
げ
た
か

ど
う
か
で
決
ま
り
ま
す
。

・

で
す
か
ら
、
「
礼
儀
作
法

を

身
に
つ
け
さ
せ

る
」
こ
と
は
。

「
身
に
つ
い
た
礼
儀
作
法
」
と

な
ら
な
い
限
り
、
成
果
を
云
々

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
常
生
活
の
乱
れ
が
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
今
、
家
庭

に
お
け
る
「
し
つ
け
」

は
、
余

り
に

も
中
途
半

端
な
状

態

に

な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
変
え

て
な
ら
な
い
も
の
は
多
く
あ
り

ま
す
。

早
寝
早
起
き
も
、
年
齢
相
応

に
働
く
こ
と
も
、
家
族
そ
ろ
っ

て
の
食
事
も
、
質
素
倹
約
も
、

向
こ
う
三
軒
両
隣
り
の
支
之
合

い
も
、
犬
切
な
こ
と
と
し
て
残

し
て
い
く
努
力
が
必
要
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
子
ど
も
に
対
す
る
世
話
の
焼

き
過
ぎ
、
甘
や
か
し
、
過
度
の

干
渉
な
ど
で
、
今
、
子
ど
も
だ

ち
か
ら
の
自
立
の
芽
が
摘
み
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
め
ん
ど
う
で

も
手
伝
わ
せ
て
、
人
前
で
も
叱

る
勇
気
を
取
韭
昃
し
、
親
子
が

ま
っ
と
う
に
生
き
る
こ
と
で
、

「
本
物
」
の
「
し
つ
け
」
が
仕

上

る
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い

か
。

○
新
し
い
年
に
あ
た
っ
て
、
今

一
度
「
し
つ
け
」
に
つ
い
て
、

家
族
の
み
な
さ
ん
で
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

の
缶
が
い
く
っ
か
あ
り
ま
し

た
。
た
ぶ
ん
高
校
生
た
ち
が
飮

ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も

ぼ
く
は
何
も
言
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
日
夜
遅
く

ま
で
遊
ん
で
い
て
、
あ
の
人
達

の
親
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
？
注
意
し
て
い
る
の
か
な

あ
と
疑
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分

自
身
ど
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
？
ど
ん
な
考
え
で
こ
う
い
う

こ
と
を
し
て
い
る
の
か
、
ぼ
く

に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

あ
の
グ
ル
ー
プ
を
見
る
限

り
、
明
ら
か
に
高
校
生
た
ち
が

中
学
生
た
ち
に
悪
い
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

ぼ
く
の
住
む
長
後
に
は
、
地

元
に
高
校
が
な
い
た
め
、
高
校

生
は
他
の
地
区
で
の
下
宿
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
原
因
と
は
も
ち
ろ
ん
言
え
ま

せ
ん
が
、
ぼ
く
の
学
校
に
は
悪

い
こ
と
を
す
る
生
徒
は
い
ま
せ

ん
。
で
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
、
高
校
生

や
中
学
生
が
事
件
を
起
こ
す

と
、
学
校
で
の
教
育
や
親
の
教

育
が
悪
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

そ
う
で
し
ょ
う
か
。
一
番
大
事

な
の
は
本
人
の
気
持
ち
だ
と
、

ぼ
く
は
思
い
ま
す
。
学
校
や
親

が
真
剣
に
な
っ
て
教
育
し
て

も
、
当
の
本
人

が
不

ま
し
め

た
っ
た
ら
、
こ
れ
は
全
く
意
味

の
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
自
分
自
身
が
ま
じ
め
に

な
り
、
良
い
悪
い
の
ふ
ん
べ
っ

を
つ
け
、
悪
い
誘
惑
に
負
け
な

い
と
い
う
心
を
持
だ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
と

し
て
正

し
い
心
を
持
つ
こ
と

が
、
何
よ
り
も
必
要
な
こ
と
だ

と
ぼ
く
は
思
い
ま
す
。

例
の
高
校
生
は
帰
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ぼ
く
の
心
に
正
し
い

心
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
も
の
な

の
か
を
問
う
と
い
う
宿
題
を
残

し
て
…
…
…
。

みんなの力で

事故のない冬休みを

「冬の陰」 を

見かけ ましたら

愛゙の一声。を

かけてやってく

ださい。



保健婦だより

知っておきたい
エイズの

正しい知識

あなたの疑問に答える

パ ー ト ②

ｍ

断

片

的

な

知

識

で

な

く

全

体

像

を

知

ろ

う

前
回
、
エ
イ
ズ
の
正
し
い
知

識
に
つ
い
て
載
せ
ま
し
た
が
、

お
わ
か
り
い
た
だ
け
ま
し
た

か
。あ

や
ふ
や
な
知
識
で
い
た
ず

ら
に
恐
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
切
な
こ
と
は
、
正
し
い
知

識
を
も
ち
、
行
動
す
る
こ
と
で

す
。

回

あ

な

た

の

疑

問

に

答

え

る

エ
イ
ズ
に
関
す
る
あ
な
た
の

疑
問
に

。
ま
っ
す
ぐ
”
答
え
ま

す
。

Ｉ

エ
イ
ズ
は
う
つ
り
や
す
い

茫

病
気
で
す
か
。

い
い
え
、
幸
い
な
こ
と
に

［
㈲
］】

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
大
変

感
染

力

の
弱

い
ウ
イ
ル

ス
で

す
。
で
す
か
ら
通
常
の
生
活
を

し
て
い
て
、
知
ら
ぬ
間
に
感
染

し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
。
せ
き
や
く
し
ゃ
み
、

お
し
ゃ
べ
り
な
ど
に
よ
っ
て
空

気
感
染

す

る
こ

と

も
な
け

れ

ば
、
握
手

や
軽
い
キ
ス
で
う
つ

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

つ
り
革
や
手
す
り
、
銭
湯
な
ど

の
共
同
浴
場
や
プ
ー
ル
、
ト
イ

レ
、
お
金
、
食
器
や
食
事
な
ど

で

う

つ
る
心
配

も
な

い
の
で

す
。

気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
の
は

唯
『

ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
た
人

の
血
液
や
精
液
、
膣
分
泌
液
に

接
触
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

だ
け
で
す
。

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
て
い
て
も
検
査
で
陰
性

犬

と
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

「
㈲
」】
あ
り
ま
す
。
エ
イ
ズ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
す
る
機
会
が

あ
っ
て
か
ら
、
検
査
ま
で
の
期

間
か
短
い
場
合
で
す
。
で
き
れ

ば
、
感
染
の
機
会
が
あ
っ
た
囗

か
ら
１２
週
間
を
経
過
し
て
か
ら

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

検
査
は
、
血
液
を
少
し
と
る

だ
け
で
わ
か
り
ま
す
。
血
液
の

中
に
抗
体
（
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

が
体
の
中
に
は
い
っ
た
証
拠
に

な
る
物
質
）
が
あ
る
か
ど
う
か

を
み
ま
す
。

エ
イ
ズ
の
検
査
は
、
近
く
で

は
、
む
つ
保
健
所
で
お
こ
な
っ

断片的知識ではなく生徒の思考の流れとして

エ イ ズは なぜ恐 れ… …… …死 の病気 … …… …… …… ……… 死亡 率１００％

ら れて い るか ？ うつる病 気 …… …… …… …… ……… 感染 症

なぜ死 ぬ か ？… …… …… …体 を守 る働 きが な くなる …… ……免 疫不 全

なぜ そう なる のか ？…… …体を守る中心の細胞が壊される … ………Ｔ４１Ｊンノ１球破壊

犯 人 は誰 か…… …… …… …エ イズ ウィ ルス …… …人免 疫不 全 ウィ ルス

ど うして うつ るか ？…… …性 交で うつ る… …… …… …… …性丿了為感 染

うつ った らど うな るか ？…病 気が 出 ない人 …… ……… … …… キャリ ア

エ イ ズに なる人 …… ……… … ……… ……鬯者

エイズになゐとどうなるのか？… …体中にカビやばい菌の病気… ……… 日和見 感染 症

皮 ふの が ん…… …… …… …… …カポ ジ肉 腫

治 す方 法 は ？… …… …… …ｉ台す薬 は まだない … ……… …ｉ台療薬 未開 発

どうす れ ば よい か… …… …うっらないよう知識と注意… 経血 液 感 染予 防

（カミソリ、歯ブラシ、亂 性行為） 性 行為

コ

他にうっる心配はないか？… …つりかわ、プール、食器、蚊、洋………一般の日常生活

式トイレ、握手ではうっらない では感染しない

４ 口（月）

竹 日（月）

侶 日（月）

２５日（月）

健康相談ヨ

受付時間

午前○時～螳時

場所 役場・健康相談室

電話での健康相談も受付

しますので、お気軽にご

利用してください。

１２日（火）田親教室

場所 役場 り［］室

時間 午前１０時～午後２

時

伺日（木） ＵハビＵ教室

場所 アルザスしおさい

ホール

時間 午後１時～日時

２２日廊 乳児相談・離乳霾

調理実習

時間 午前１０時～正午

場所 振興センター和室

対象 平成４年５月～９

月生



て
い
ま
す
。

ま
た
相
談
、
検
査
の
結
果

は

本
人
以
外
に
は
絶
対
に
知
ら
さ

れ
ま
せ
ん
。
秘
密
は
十
分
に
守

ら
れ
ま
す
。
気
が
か
り
な
人
は
、

電
話
で
も
相
談
を
受
け
つ
け
て

い
ま
す
。
相
談
窓
口
は
保
健
所

に
あ
り
ま
す
。

検
査
の
費
用
は
、
一
日
分
と

し
て
二
、
四
九
六
円
か
か
り
ま

す
。検

査
の
た
め
に
献
血
す
る
の

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

献
血
さ
れ
た
血
液
は
輸
血
に

よ
る
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
抗
体

検
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
結
果
は
献
血
者
本
人

に
は
知
ら
さ
れ
ま
せ
ん
。
抗
体

検
査
が
目
的
の
献
血
は
無
意
味

な
だ
け
で
な
く
、
迷
惑
に
な
り

ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

目
」エ
イ

ズ

検
査

は

こ

う
し

て
お
こ

な

わ
れ

る

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
い
る
か
ど
う
か
の
自
己
判
断

は
、
不
安
を
か
り
た
て
る
だ
け
。

ま
ず
、
感
染
の
有
無
を
検
査
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

相
談
、
検
査
の
結
果
は
、
本

人
以
外
に
は
絶
対
に
知
ら
さ
れ

ま
せ
ん
。

電話でも相談を

受けつけています

エイズについての相 談は電話でもしてく

れます。秘密 は十分 に守ら れるので、気

がかり な人は利用 しましょう。 しかし、

電 話だけでは症状 が正確 に伝 わらないこ

ともあ るので、直接医療機関 などへ出か

けるこ とが大切。

エ イ ズ 相 談 窓 口

青 森 保 健 所 保 健 予 防 課 Ｓ０１７７―４１ ８１１６

弘 前 々 Ｓ０１７２―３３―８５２１

ノ戈戸 々 Ｈ ０１７８―２７－５１１１

黒 石 ク Ｓ ０１７２―５２－３１６１

五 所 川 原 ク Ｓ ０１７３―３４－２１０８

十 和 日］ ク ３５０１７６－２３－４２６１

三 沢 ク ａ ０１７６―５３―３１０１

むつ 々 Ｓ ０１７５―２４－１２３１

鰺 ヶ 沢 々 ａ ０１７３７―２―２７４５

七 戸 々 ａ ０１７６―６２－２１３５

三 戸 々 Ｓ５０１７９―２２－１１４５

●検査は血液を少しとるだけ●

●検査は２ステップでおこなわれる●



国
保
の
し
お
り

保

険

税

は

き

ち

ん

と

納

め

よ

う

９

‥

保
険
税
は
国
保
の
大
切
な
財
源
で
す
。
保
険
税
は
納
期
内

べ
↓
ち
ん
と
納
め
、
国
保
の
健
全
な
運
営
に
ご
協
力
く
だ
さ

保

険

税

の

決

め

方

そ
の
年
に
予
測

さ
れ
る
医
療

費
か
ら
、
国
の
補
助
金
、
被
保

険
者
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
う
一
部
負
担
金
を
除
い
た
分

か
保
険
税
と
な
り
ま
す
。

納
め

る
の

は
い
っ

か

ら
？

保
険
税
は
、
国
保
加
入
の
資

格
を
得
た
月
の
分
か
ら
納
め
ま

す
。

ヅ
」

冲
江

音
ｔ
｛
ｔ

／

五
月
に
会
社
を
や
め
、
八
月

に
な
っ
て
か
ら
国
保
加
入
の
届

け
出
を
し
た
場
合
も
、
保
険
税

は
加
入
資
格
を
得
た
五
月
分
か

ら
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

納
付

は

世

帯

主
の

義

務

納
税
通
知
書
は
世
帯
主
宛
に

送
ら
れ
ま
す
。
世
帯
主
自
身
は

会
社
勤
め
な
ど
で
国
保
の
被
保

険
者
で
な
い
場
合
も
、
納
付
義

務
は
世
帯
主
に
あ
り
ま
す
。

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
に
よ

り
、
保
険
税
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
保
険
税
の
減
額
・
免
除

が
な
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま

す
。

保

険

税

を

長

い

間

滞

納

す

る

と

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
な

い
の
に
保
険
税
を
長
い
間
滞
納

す
る
と
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

る
ば
か
り
で
な
く
、
菌
㈲
応
対

返
し
て
も
ら
っ
た
り
、
給
付
の

差
し
止
め
な
ど
の
処
置
が
と
ら

れ
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

一
世
帯
ご
と
の
保
険
税
額
が
決
ま
る

鱈
（
タ
ラ
）

レ

バ
‰

牡
卵
戸

宍

大
き
い
の
が
特
徴
で
す
。
マ
ダ

ラ
は
魚
体
一
面
に
斑
点
が
あ
る

の
で
、
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た

ら
し
膕
匸
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
は
漁

師
の
助
惣
と
い
う
人
物
の
名
前

と
帥
厂
佐
渡
近
海
で
と
れ
た
の

で
佐
渡
鱈
だ
と
か
説
は
色
々
で

す
。
鱈
腹
食
う
の
二
回
某
通
り
大

食
漢
で
、
貝
類
や
蟹
ま
で
食

べ
、

中
に
は
胃
潰
瘍
に
な
っ
て
い
る

の
さ
え
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
戦
後
北
海
道
の
余
市
の
水

産
試
験
場
で
、
鱈
の
摺
身
蒲
鉾

が
開
発
さ
れ
キ
チ
ジ
、
グ
チ
、

（

モ
、
マ
ダ
ラ
に
代
り
、
蒲
鉾

原
料
と
し
て
重
要
な
資
源
と
し

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

出
稼
ぎ
さ
れ
て
い
る
万
七
、
家
族
と
一
緒
匸
楽
し
い
正
目
を
迎

え
、
一
年
間
の
思
い
出
を
話
し
合
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
ぽ
ど
行
わ
れ
た
季
節
労
働
者
職
場
訪
問
を
紹
介

し
ま
す
。

季

節
労

働

者
職

場

訪

問

毎
年
実
施
し
て
い
る
季
節
労

働
者
職
場
訪
問
が
、
村
長
、
季

節
労
働
者
対
策
協
議
会
委
員
の

長
後
雄
二
さ
ん
、
担
当
者
で
十

二
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
三

日
間
、
季
節
労
働
者
の
実
態
を

見
聞
調
査
し
、
慰
問
激
励
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。十

月
末
現
在
の
季
節
労
働
者

届
出
数
は
二
百
九
十
六
名
、
事

業
所
は
百
二
十
ヶ
所
に
及
ん
で

い
る
た
め
、
毎
年
五
～
六
事
某

所
の
訪
問
で
は
回
り
切
れ
な
い

の
が
実
態
で
す
。
今
回
は
東
京

都
を
中
心
に
、
千
葉
県
、
埼
玉

県
を
訪
問
し
ま
し
た
。

Ｉ

訪
一
田
円｛
兀

千
葉
県
成
田
市

㈲
興
和
建
設

・
就
労
者

宮
川
守
、
吉
浦

亀
治
、
鈴
木
冨
四
郎
、

奥
本
弘
光
、若
山
茂
喬
、

館
脇
孝
一
、加
藤
秀
美
、

加

滕
昭
夫

東
京
都
江
戸
川
区

㈱
横
内
工
業

・
就
労
者

黒
沢
日
出
夫
、

若
山
秀
雄

東
京
都
江
東
区

㈱
高
橋
建
設

・
就
労
者

奥
本
勝
博
、
岡

本
正
晴
、
若
山
司
、
松

本
達
也
、
金
谷
一
彦

埼
玉
県
岩
槻
市

㈱
共
進
電
設

・
就
労
者

松
沢
嘉
勝
、
松

沢
勝
広
、
松
沢
幸
彦
、

松
沢
豊
、
松
本
一
義



て
見

直

さ
れ
て

き
ま

し
た
。

種
々
の
漁
獲
規
制
で
、
年
間
一

一
二
〇
万
ト
ン
程
度
と
れ
、
イ
ワ

シ
に
次
ぐ
漁
獲
量
で
す
。

と
こ
ろ
で
大
根
、
白
菜
、
セ

ロ
リ
に
は
硝
酸
塩
が
あ
り
、
口

腔
内
で
の
バ
ク
テ
リ
ヤ
で
亜
硝

饋
塩
に
な
り
、
ジ
メ
チ
ル
ニ
ト

ロ
ソ
ア
ミ
ン
と
い
っ
た
発
ガ
ン

性
物
質
を
作

る
原
料
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
タ
ラ
の

身
に
含
ま
れ
る
チ
オ
プ
ロ
リ
ン

が
、
こ
の
亜
硝
酸
塩
を
無
害
に

す
る
こ
と
が
、
最
近
の
日
本

ガ

ン
学
会
で

報
告

さ
れ
て

い
ま

す
。
牛
豚
鶏
の
レ
バ
ー
に
も
多

い
そ
う
で
す
。
ま
た
一
九
五
七

年
、
微
量
栄
養
素
と
し
て
セ
レ

ニ
ウ
ム
（
セ
レ
ン
）
が
人
体
に

必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
セ
レ
ニ
ウ
ム
摂
取

量
の
少
な
い
人
は
、
ガ
ン
に
か

か
り
や
す
い
こ
と
も
米
国
で
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
。
化
学
的
に

は
硫
黄
に
似
た
も
の
で
す
。
透

明
な
ガ
ラ
ス
や
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の

よ
う
な
複
写
機
に
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
、
日
本
人
の
セ
レ
ニ

ウ
ム
摂
取
量
は
一
日
二
五
〇
～

五
〇
〇
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
で
、

先
進
国
で
は
多
く
摂
取
し
て
い

る
方
で
す
が
、
大
地
の
酸
性
雨

や
窒
素
酸
化
物
で
減
少
し
つ
つ

あ
り
、
こ
れ
の
最
後
の
保
持
者

と
し
て
タ
ラ
は
量
的
に
見
逃
せ

ま
せ
ん
。

乳
ガ
ン
・
食
道
ガ
ン
・
直
腸

ガ
ン
は
セ
レ
ニ
ウ
ム
不
足
の
地

域
に
発
生
す
る
と
米
国
で
は
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀

は
特
に
乳
ガ
ン
の
時
代
と
言
う

人
も
い
ま
す
。
タ
ラ
な
ど
今
一

度
見
直
し
て
は
い
か
が
で
し
よ

（
お
も
し
ろ
魚
健
康
読
本
よ
り
）

医 療 費 の 状 況

〔９月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，５８３人

退職者医療 加入者数 ６３人

老人医療 対象者数 ４９１人

短
期
間
に
高
賃
金
の
職
場
に

就
労
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
き

び
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

安
定
し
た
職
場
を
選
び
、
事

業
所
と
の
信
頼
関
係
を
つ
く
る

た
め
な
る
べ
く
同
一
事
業
所
に

継
続
し
て
就
労
し
、
技
能
、
技

術
（
資
格
）
を
身
に
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。

宿
舎

等

は
、

鉄
筋

コ

ン

ク

リ
ー
ト
建
て
で
、
冷
暖
房
完
備
、

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
付
で
一
部
屋

一
人
と
い
う
待
遇
の
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。

各
事
業
所
の
責
任
者
の
方
々

も
心
遣
い
は
十
分
に
な
さ
れ
、

働
い
て
い
る
人
に
は
、
多
く
の

技
能
、
技
術
（
資
格
）
を
取
得

す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
対
策
や
健
康
管

理
に
は
、
特
に
気
を
配
っ
て
い

る
の
で
安
心
し
て
帰
省
し
ま
し

た
。家

族
の
み
な
さ
ん
も
安
心
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
就
労
者
の

み
な
さ
ん
も
健
康
に
は
く
れ
ぐ

れ
も
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

佐

井

村

季

節

労

務

者

協

議

会

総

会

と

き

一
月
五
日
午
前
十
時

と
こ
ろ

ア

ル

サ

ス

佐

井

村

季

節

労

働

者

激

励

懇

談

会

と

き

一
月
五
日
午
前
十
一
時

と
こ
ろ

ア

ル

サ

ス

※
み
な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。



交母だより

佐 井 村

交通安全毋の会

家
庭
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う

家
族
み
ん
な
の
交
通
安
全

交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
は
、
年
間
約
八
十
万
人
も
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
い
つ
わ
が
身
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
被
害
者
に
な
っ
て
も
加
害
者
に
な
っ
で
も
、
一
瞬
の
う

ち
に
幸
せ
な
家
庭
を
破
壊
し
て
し
ま
う
交
通
事
故

１

新
し
い

年
を
迎
え
て
「
わ
が
家
は
無
事
故
」
を
目
標
に
、
ど
う
し
た
う
父

通
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
、
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て

み
ま
し
よ
う
。

交
通
安
全
の
話
し
合
い
は
、

家
族
が
そ
ろ
っ
た
夕
食
ど
き
や

み
ん
な
で
出
か
け
た
と
き
な

ど
、
い
っ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
と
で
も
で
き
ま
す
。
テ
レ

ビ

や
新
聞

の
交

通

事
故

の

ニ
ュ
ー
ス
、
自
分
が
「
ヒ
ヤ
ノ

と
し
た
体
験
や
「
ド
キ
ッ
」
と

し
た
こ
と
を
、
家
族
み
ん
な
で

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
や
交

通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
中
心

に
、
例
え
ば
お
父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
立
場

か
ら
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
は

歩
行
者
の
立
場
か
ら
、
何
か
危

険
な
の
か
、
ど
ん
な
こ
と
に
気

を
つ
け
た
ら
い
い
の
か
を
、
具

体
的
に
チ
エ
。
ク
し
ま
し
ょ

う
。
こ
の
よ
う
な
地
味
な
努
力

が
、
家
族
の
幸
せ
を
守
り
ま
す
。

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
と

い
わ
れ
る
理
由
も
、
こ
こ
に
あ

る
の
で
す
。
家
庭
で
の
話
し
合

い
の
ポ
イ
ン
ト
に
、
次
の
よ
う

な
こ
と
を
話
題
に
し
て
く
だ
さ

い
。子

ど
も
に
対
し
て

・
右
左
を
確
認
し
な
い
で
、
道

路
へ
急
に
飛
び
出
し
て
い
な
い

か
。

・
止
ま
っ
て
い
る
車
の
前
や
後

ろ
で
遊
ん
で
い
な
い
か
。

・
道
路
で
ふ
ざ
け
た
り
、
遊
ん

だ
り
し
て
い
な
い
か
。

・
二
人
乗
り
や
手
放
し
運
転
な

ど
、
危
険
な
自
転
車
の
乗
り
方

を
し
て
い
な
い
か
。

保
護
者
に
対
し
て

交通標識豆知識（その８）

平成４年１１月１囗より

道路交通法が改正されま

した。そこで、改正になっ

た標識令を紹介します。

＠「始まり」と「終り」の

新しい標 識ができました 。

＠「区間内」の補助標識が省略されまｔ

＠「歩行者専用」の

補助標識か
なくなります，

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成 ４年） 青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から
ハンドルをにぎったら必ず守ろう
①安全速度を必ず守る
②カーブの手前でスピードを落とす
③交差点では必ず安全を確かめる

≪安全 運転 ５則≫

④一時停止で横断歩行者の安全を守る

⑤飲酒運転は絶対にしない

シ ートベ ルト しめる心 が 身を守る



・
幼
児
の
手
を
し
っ
か
り
握
っ

て
歩
い
て
い
る
か
。

・
子
ど
も
の
お
手
本
と
な
る
よ

う
な
行
動
を
し
て
い
る
か
。

・
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
、
子
ど

も
に
信
号
の
見
方
な
ど
の
交
通

ル
ー
ル
を
教
え
て
い
る
か
。

お
年
寄
り
に
対
し
て

・
外
出
す
る
と
き
は
、
時
間
の

余
裕
を
も
っ
て
家
を
出
て
い
る

か
。

・
車
が
近
づ
い
て
い
る
の
に
、

無
理
に
道
路
を
横
断
し
て
い
な

い
か
。

・
バ
ス
か
ら
降
り
て
、
す
ぐ
前

や
後
ろ
を
横
断
し
て
い
な
い

か
。

・
お
酒
を
飲
ん
で
自
転
車
に

乗
っ
た
り
、
フ
ラ
フ
ラ
歩
い
た

り
し
て
い
な
い
か
。

・
夜
の
外
出
は
、
白
っ
ぽ
い
服

装
や
反
射
材
を
着
用
し
て
い
る

か
。

歩
行
者
に
対
し
て

・
道
路
で
は
、
決
め
ら
れ
た
場

所
を
き
ち
ん
と
歩
い
て
い
る

か
。

・
横
断
歩
道
や
歩
道
橋
を
渡
っ

气

道
路
を
横
断
し
て
い
る
か
。

・

信
号
無
視
を
し
て
い
な
い

か
。

・
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
の

に
、
近
道
を
し
て
道
路
横
断
し

て
い
な
い
か
。

自
転
車
利
用
者
に
対
し
て

・
夕
方
や
夜
に
乗
る
と
き
は
、

ラ
イ
ト
を
必
ず
っ
け
て
い
る
か
。

・
歩
道
な
ど
に
止
め
て
、
歩
行

者
に
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い

か
。

・
乗
っ
た
ま
ま
、
犬
の
散
歩
を

し
て
い
な
い
か
。

・
交
差
点
や
曲
が
り
角
で
は
、

徐
行
や
一
時
停
止
を
し
て
い
る

か
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て

・
車
に
乗
る
と
き
は
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
、
バ
イ
ク
で
は
ヘ
ル
メ

。

卜
を
必
ず
着
用
し
て
い
る
か
。

・
同
乗
者
に
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
さ
せ
て
い
る
か
。

・
安
全
な
速
度
と
車
間
距
離
を

守
っ
て
い
る
か
。

・
無
理
な
進
路
変
更
や
追
い
越

し
を
し
て
い
な
い
か
。

・
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は
、
十
分

に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
い
る

か
。

・
歩
行
者
や
自
転
車
、
ほ
か
の

車
に
思
い
や
り
を
も
っ
て
運
転

し
て
い
る
か
。

・
一
時
停
止
や
徐
行
を
、
確
実

に
行
っ
て
い
る
か
。

・
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
運
転
を

し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

・
路
上
駐
車
な
ど
で
、
地
域
の

住
民
に
述
惑
を
か
け
て
い
な
い

か
。

・
車
両
の
点
検
や
整
備
は
、
行

き
届
い
て
い
る
か
。

・
万
一
の
事
故
の
と
き
、
と
る

べ
き
措
置
を
知
っ
て
い
る
か
。

・
保
険
な
ど
の
手
続
き
は
大
丈

夫
か
。

交通安全母親全諞大会に出席して

副会長 東 出 ミ ヤ

１２月７日・８日の２日間
の日程で、「交通安全母親
全国大会」が、東京の半蔵
門会館、歌舞伎座を会場に

－
開催され、北は北海道、南は沖縄から、母の会

指導者約２，３００名が一堂に集 まる中、私 もその

一人として出席してきました。

１日目は研究集会で、間宮全交母会長が、日

頃の活動に対し感謝の意を述べ、さらに、交通

事故多発状況に触れて、交通安全は家庭からを

基本理念に、母の会が結束を固め、一致団結し

て活動し、反省 と話し合いの中に研修を深め、

リーダーとして実りある研究会にして欲しいと

あいさつ。

続いてヽ結城多香子先生の 対゙話の世岑㈹吊

と題した講演がありました。先生は、翊卒啄。

という言葉を強調。卵からひよこが生 まれると

き、中から合図し、親がすかさず外からくちば

しで割ってあげる。何をするにも、そこに相手

と相手の対話がなけ れば通じないこと。つくる

側、つかう側との対話。何ごとも相手があって、

言葉を交 わして分りあうことの大切さ、話し合

う活動が、これからはもっともっと大切なので

はないかと、強く感じました。

活動集中討議では、高齢者部会に出席し学び

ました。各地域の活動状況についての発表では、

概ね私たちと同し事業内容でしたが、私たち佐

井村交通安全母の会の家族会議は、１０年来継続

していることを自負していいのではないかと、

少し思ってみたりもしました。他の地域では、

訪問はしているが、家族会議まではいっていな

いようです。

高齢者の交通安全意識の高揚対策として、慰

問型＝お楽しみ会、劇、カラオケ、お茶・お菓

子、刺激型 一映画、ビデオ等、自覚型＝警察官

訪問等で、目先を変えながら繰り返しの訴えが

良いこと。 また、行事へ参加できない高齢者に

は、在宅訪聞か良いなどの発表があり、マンネ

リしつっある活動に、少し感じるもがありまし

た。老人だからと子どもあっかいせず、言葉を

選び尊敬のまなざしで問いかけるように あ゙な

たにもで きますか４ ぞれぐらい なら私にも４

というように対話を交じえて、今後の活動が進

められればと思います。

２日目は、歌舞伎座に会場を移し、三笠宮寛

仁親王妃信子殿下のご臨席を仰ぎ式典が行われ

ました。信子妃殿下のお言葉の中に「この車社

会の中で、私も二人の子どもの母として、毎日

車に気をつけての愛の一声の繰り返しの大切さ

を感じてい ます。」と述べられたことが、とて

も印象に残りました。

大会宣言では、 交゙通道徳の高揚。 交゙通安全

教育を一層強力 に。 交゙通ルールを習慣づける

活動 を積極的に。 母゙の会の組織の一層 の充実

強化を。と力強い朗読で、大きな拍手の中で採

択され閉会となりました。

この晴れがましい席に出席でき、勉強できた

ことはとてもありかたく、事務局、関係者のみ

なさんにお扎申し上げるとともに、今後 も交通

安全活動により一層励んでいきたいと思ってい

ます。どうもありがとうございました。



佐

井

診

療

所

職

員

を

募

集

し

ま

す

一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ

ン
タ
ー
佐
井
診
療
所
の
職
員
を

次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
か
ら
、

応
募
者
は
関
係
書
類
を
添
え
て

佐
井
診
療
所
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

▼
職
種
と
採
用
人
員

看

護

婦

一

名

▼
応
募
資
格

看
護
婦
の
有
資
格
者
ま
た
は

平
成
五
年
四
月
ま
で
に
看
護
婦

免
許
取
得
見
込
み
の
者
で
、
年

齢
は
概
ね
五
十
歳
ま
で
の
方
。

▼
勤
務
場
所

佐

井

診

療

所

▼
応
募
手
続
き

平
成
五
年
一
月
二
十
日
ま
で

履
歴
書
に
健
康
診
断
書
、
看
護

婦
資
格
免
許
証
の
写
し
（
卒
業

見
込
証
明
書
）
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
試
験
日
時

平
成
五
年
二
月
十
二
日

釜

）

午
後
一
時

▼
試
験
場
所

佐

井

村

役

場

▼
試
験
科
目

作
文
及
び
面
接
試
験

▼
採
用
予
定
日

平
成
五
年
四
月
一
日

▼
給
与
等

一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ

ン
タ
ー
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
規
定
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

ｙ

そ
の
他

こ
の
募
集
に
関
す
る
問
合
せ

は
、
佐
井
診
療
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。豊

三

八
二

三

六
一

森
林

所
有

者
の

み
な
さ

ん

間
伐

、
枝
打
ち
を
実
施
し
て

あ
な
た
の
山
林
は
よ
み
が
え
る

村
で
は
、
間
伐
促
進
強
化
対

策
事
業
の
指
定
を
受
け
、
地
域

の
民
有
林
及

び
部
分
林
の
整
備

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
間
伐
、
枝
打

ち
を
実
施
し
た
場
合
、
高
率
の

補
助
金
が
交
付
に
な
る
も
の
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
こ
の
制
度

下 北 地 方 福 祉 事 務 所

現 地 面 接 相 談 所 を 開 設

１月１３日團・１月２７日團

午後１時～３時

農業研修センター

レ＼ 平 成 ５ 年 度

佐 井 村 奨 学 生
＼］

を 募 集 し ま す

・受付期限＝４月３０日まで

・申 込 先＝教育委員会総務係

ａ（３８ぺ
こ り

１月４日
佐井消防団出初式

午前１０：３０

古佐井大町

児
童
手
当
制
度
の
知
識

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
、
出
生
届
と
一
緒
に
児
童
手
当
の
認
定
請
求

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

児
童
手
当
制
度
を
ご
存
じ
で

す
か
。

こ
れ
は
匸

二
歳
未
満
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
る
も
の
で
、
生
活
の
安
定

と
子

ど

も
た
ち

の
健
全

な
育

成
、
資
質
の
向
上
を
目
的
に
つ

く
ら
れ
た
制
度
で
す
。

子

ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
、
出

生
届
と
一
緒
に
、
児
童
手
当

の

認
定
請
求
も
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

認
定
後
、
申
請
し
た
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

認
定
に
当
た
っ
て
は
、
所
得
制

限

が
あ
り
ま
す
。

第
享

以

降
心
支
給
対
象
が

第
一
孟

ら
に

と
こ
ろ
で
、
児
童
手
当
制
度

は
、
平
成
四
年
一
月
に
改
正
さ

れ
、
改
正
前
と
は
支
給
対
象
や

支
給
期
間
、
支
給
金
額
が
変
わ

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を

詳
し
く
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
第
二
子
以

降
だ
っ
た

支
給
対
象
が
第
一
子
か
ら
の
支

給
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
支

給
金
額
（
月
額
）
も
改
正
後
は
第

一
子
と
第
二
子
が
五
千
円
、
第

三
子
以
降
が
一
万
円
に
そ
れ
ぞ

れ
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
第
何
子
と
は
、

児
童
福
祉
法
で
の
児
童
、
つ
ま

り
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
を
対

象
に
数
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、

十
七
歳
の
兄
姉
が
一
人
い
る
場

合
の
三
歳
未
満
児
は
第
二
子
に

な
り
ま
す
が
、
十
八
歳
の
兄
姉

が
一
人
い
る
場
合
の
三
歳
未
満

児
は
第
一
子
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
改
正
前
は
小
学
校

へ
入
学
す
る
ま
で
だ
っ
た
支
給

期
間
が
、
改
正
後
三
歳
未
満
と



を

活

用

し

て

、

所

有

山

林

の

手

入

れ
を

実

施

し

て

み

ま
せ

ん

か
。

な

お

、

こ

の
制

度

に

つ

い
て

詳

し

い

こ

と

は

、

役

場

地

域

振

興

課

登
三

八
－

ニ

ー
一

一

ま

た

は

、

北

通

地

方

森

林

組

合

公
三

四
－

二

五

二

〇

に

お

問

い
合

せ

く

だ

さ

い

。

財

形

教

育

融

資

の

ご

案

内

雇

用

促

進

事

業

団

で

は

、

財

形

貯

蓄

を

し

て

い

る

勤

労

者

に

本

人

ま

た

は

親

族

（
六

親

等

内

の

血

族

、

配

偶

者

、

三

親

等

内

の
姻

族

）

が

、

進

学

や
在

学

中

に
必
要
な
教
育
資
金
の
融
資
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は

公
的
融
資
制
度
で
す
の
で
利
率

が
低
く
、
利
用
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ｙ
融
資
の
対
象
と
な
る
費
用

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書

代
、
下
宿
代
等
居
住
費
用

ｙ
融
資
の
対
象
と
な
る
教
育
施

設
高
等
学
校
、
短
大
、
大
学
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど

▼
融

資

額

財
形
残
高
の
五
倍
以
内
で

・
進
学
資
金
（
入
学
時
）

三
〇
〇
万
円

・
修
学
資
金
（
在
学
中
）

一
五
〇
万
円

▼
融

資

条

件

・
返
済
期
間

六
年
以
内

福

業
年
限
三
年
以
内
は
五
年

以
内
）

・
融
資
利
率

年
六
・
二
四
％

ｙ
申

し

込

み

財
形
教
育
融
資
業
務
取
扱
店

の
掲
示
を
し
て
い
る
銀
行
等
の

金
融
機
関

▼
問

い

合

せ

雇
用
促
進
事
業
団
青
森
雇
用

促
進
セ
ン
タ
ー

公
○
一
七
七
（
七
七
）
一
二
三
四

あ な たの 声 を県 政 に ｊ
一県政モニター募集－

県では県政について「こ

うしたらどうか。／」「こう

い う こ と を やっ て 欲 し

い ／」というご意見、ご要

望を寄せてくださる県政モ

ニ ターを募集してい ます。

県政に関心のある方、県

政に協力する熱意のある方

の応募をお待 ちしてい ま

す。

卜応募資格

県内に居住している満２０

歳以上の方であ ればどなた

でも可。ただし、議員、公

務員、行政相談委員、国や

そ の他 の公共団体 のモニ

ターになっている方やなる

予定の方、昭和６３年度以降

に県政モニターを経験した

方は除きます。

卜募集人員 ２８名
・・・委嘱期間

平成５年５月１

日から２年間

卜仕 事

①アンケートに対

する回答（年約

４回）

②県政に対する意

見や提言の提出（随時）

③県政モニター会議への出

席

ド謝 ネＬ

一年ごとに記念品を差し

あげます。

ド応募方法

官製はがきに必要事項を

記入して、平成５年２月１０

日までにお送りください。

●・結果通知

応募者の中から、地域や

職業などの割合を考慮して

決定し、３月中に応募者に

対し結果を通知します。
・・問い合せ先

青森県広報広聴課広聴班

県政モニター係

００１７７（２２）１１１１

＜ オモテ＞ ＜ ウ ラ＞

一 第 １６ 回 －

ナ イ タ ー 卓 球 大 会

参 加チ ームを 募集し ま寸

■期 間
平成５年１月１９日～
毎週火・木・金曜日の午後７
時から９時まで。

■場 所
佐井小学校体育館

■参加資格
佐井村民であること。佐井村
の各職場に属すること

■参 加 料
１チーム（４人以上）
３，０００円

■申込締切
平成５年１月１０日（日）

■申 込 先
川岸一彦（酋⑩２０１９）
坪井敏明（酋⑩２１０７）
渡辺章子（酋⑩２１１１）

な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
段
階

的
に
支
給
期
間
を
改
定
す
る
経

過
措
置
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
六
月
に
提
出
一
″
必
Ｗ
心

児

童

手

当

現

況

届

さ
て
、
い
ざ
児
童
手
当

が
支

給

さ

れ
る
よ

う

に
な
っ

た
場

合
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
手
続

き
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
六
月
に

提
出
す
る
児
童
手
当
現
況
届
が

そ
れ
で
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
の
養
育
状

況
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
、

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
す

べ
て
の
人
が
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
け
出
を

怠
る
と
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て

も
六
月
以
降
、
手
当
を
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

提
出
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
手
続

き
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
を
以
下

に
挙
げ
ま
す
。

・
引
越
し
な
ど
で
受
給
者
ま
た

は
子
ど
も
の
住
所
が
変
わ
る

・
子
ど
も
が
増
え
る
な
ど
し
て

手
当
の
額
が
増
え
る
と
き

・
手
当
の
支
給
が
変
わ
る
と
き

と
か
く
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

と
き
は
、
喜
び
い
っ
ぱ
い
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で

す
。
児
童
手
当
は
、
自
動
的
に

支
給
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
い
ま
現
在
住
ん

で
い
る
と
こ
ろ
の
市
区
町
村
の

窓
口
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

ｆｌ‘０１７７－２３－２３７９

青
森
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
、
平
成
四
年
九
月
口
実
施
し

た
「
平
成
四
年
度
納
税
作
品
募
集
」
に
お
い
て
、
納
税
に
関
す
る

作
文
で
、
中
学
生
の
部
銀
賞
ご
入
賞
し
た
長
後
中
学
校
一
年
細
間

絵
利
子
さ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
寸
。

「
税

金

の

働

き
」

長
後
中
学
校
一
年

細

間

絵

利

子

私
の
姉
は
、
今
、
中
学
三
年

生
で
、
来
年
の
春
か
ら
は
高
等

学
校
に
進
学
す
る
。
あ
る
時
、

姉
と
母
が
高
校
受
験
の
話
を
し

て
い
た
。

「
高
校
に
行
く
と
す
れ
ば
、
国

か
ら
少
し
お
金
借
り
な
け
れ
ば

い
け
な
い
な
。
」

母
が
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て

い
た
。
私
は
母
の
こ
の
話
を
聞

い
て
、
一
つ
不
思
議
に
思
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は

母
に
尋
ね
た
。

「
お
母
さ
ん
、
ど
う
し
て
小
中

学
生
は
学
校
に
行
っ
て
も
お
金

が
か
か
ら
な
い
の
に
、
高
校
に

行
く
時
は
そ
ん
な
に
お
金
が
か

か
る
の
？
」

す
る
と
、
母
は
私
に
。

「
絵
利
子
、
義
務
教
育
っ
て

知
っ
て
る
？
小
中
学
校
へ
は
み

ん
な
が
必
ず
通
る
道
っ
て
考
え

て
も
い
い
け
ど
、
も
し
小
中
学

校
に
行
か
な
か
っ
た
は
、
ろ
く

に
字
も
読
め
な
い
、
書
け
な
い

人
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
よ
。

こ
れ
じ
や
あ
、
絶
対
大
人
に

な
っ
て
も
仕
事
が
で
き
な
く
て

困
る
だ
け
。
だ
か
ら
小
中
学
校

は
必
ず
行
か
な
や
い
け
な
い
の

よ
。
そ
し
て
ね
、
小
中
学
校
の

教
育
に
だ
っ
て
、
実
は
か
な
り

の
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
の

２ 月・｜日は
国 民 健 康 保 険 税（４ 期 ）の

納 期 限 で す
Ｏ

＝納期内納付にご協力＜ださい＝

種

別

変

更

届

を

忘

れ

ず

に

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
第

言
万
被
保
険
者
、
第
二
号
被
保

険
者
、
第
三
号
被
保
険
者
の
三

種
類

の
種
別
に
区
分
さ
れ
て
い

ま
す
。

加
入
期
間
四
十
年
の
間
に
は
、

就
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
い
ろ

い
ろ
人
生
の
節
目
が
あ
り
、
そ

れ
に
応
じ
て
国
民
年
金
の
加
入

の
種
別
も
変
更
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
自
身
だ
け
で
な

く
、
配
偶
者
も
同
時
に
変
更
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
の
時
々
に
国
民
年
金
の
種
別

変
更
の
届
け
出
を
忘
れ
な
い
よ

つヽ
に
し
ま
し
よ
つヽ
。

届
け
出
を
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
「
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
」
と
か
「
年
金
の
額
が
少
な

い
」
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
自
分
の
年
金
は
自
分

で
守
り
ま
し
よ
つヽ
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民

福
祉
課
国
民
年
金
の
係
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

学
生
の
皆
さ
ん
、
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し

よ
う

こ
れ
か
ら
の

暮
ら
し
を
守
り

保
証
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
な
ら

国
民
年
金



よ
。
お
金
が
な
け
れ
ば
教
科
書

だ
っ
て
買
え
な
い
も
の
ね
。
で

も
、
こ
の
お
金
は
、
税
金
で
ま

か
な
っ
て
い
る
の
。
税
金
っ
て

い
う
の
は
、
例
え
ば
絵
利
子
が

百
円
の
お
菓
子
を
買
っ
た
と
す

る
と
、
定
価
は
百
円
な
の
に
そ

れ
と
加
え
て
、
三
円
余
計
に
は

ら
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
？
そ
の

三
円
も
税
金
の
ひ
と
つ
な
の

よ
。
こ
れ
は
消
費
税
っ
て
い
う

ん
だ
け
ど
、
他
に
も
た
く
さ
ん

の
種
類
が
あ
っ
て
、
き
っ
と
学

校
で
も
社
会
科
の
時
間
か
何
か

で
習
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

そ
う
し
た
税
金
の
お
か
け
で
絵

利
子
は
小
学
校
に
も
中
学
校
に

も
通
え
る
の
。
で
も
ね
、
高
校

は
義
務
教
育
じ
ゃ
な
い
の
。
そ

の
人
の
自
由
で
そ
の
ま
ま
仕
事

に
就
く
こ
と
も
で
き
る
し
、
も

う
少
し
学
校
に
通
う
か
の
選
択

だ
か
ら
、
本
人
の
家
庭
で

お
金

を
負
担
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
の

と
、
教
え
て
く
れ
た
。

私
は
母
の
話
を
聞
き
、
税
金

に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

テ
レ
ビ
で
勉
強
し
た
り
、
税
金

に
関
す
る
本
を
読
ん
だ
り
も
し

た
。先

の
母
の
話
に
よ
れ
ば
、
税

金
は
日
本
の
国
内
の
事
業
だ
け

に
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
る
ら

し
い
。
そ
の
点
が
私
に
は
不
可

解
に
思
え
た
。

例
え

ば
、
日
本
全
国
で
集

ま
っ
た
税
金
の
一
部
を
Ｉ
か
月

に
一
度
く
ら
い
の
割
合
で
、
ネ

パ
ー
ル
な
ど
の
恵
ま
れ
な
い
国

の
人
々
の
食
科
代
や
医
療
代
に

使
っ
て
ば
ど
う
だ
ろ
う
か
と

思
っ
た
。
確
か
に
年
に
数
回
、

各
種
の
慈
善
団
体
に
よ
っ
て

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
募
金
活
動

を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
と
て
も
足
り
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
国
の
内
外
の

差
異
と
い
っ
た
狭
い
視
野
に
と

ら
わ
れ
ず
、
人
の
命
を
救
う
た

め
に
、
も
っ
と
も
っ
と
わ
が
国

の
税
金
を
積
極
的
に
役
立
て
て

ほ
し
い
。
こ
う
願
う
の
は
私
だ

け
だ
ろ
う
か
。

お
正
月
の
歌
に
、「
年
の
は
じ
め

の
た
め
し
と
て
…
…
松
竹
立
て
て

門
ご
と
に
」
と
い
う
歌
が
あ
り
ま

す
。
。何
で
お
正
月
に
松
茸
を
立
て

る
の
”
と
思
っ
た
子
ど
も
も
い
る

そ
う
で
す
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
門
松
と
い

う
と
家
の
門
に
松
と
竹
を
立

て
る
の
が
一
般
的
と
思
っ
て

い
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
が
、

東
京
な
ど
で
は
江
戸
時
代
か

ら
の
し
き
た
り
で
、
松
と
竹

で
す
が
、
地
方
で
は
昔
か
ら

の
風
習
で
、
ツ
バ
キ
や
サ
カ

キ
、
杉
や
ナ
ラ
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
木
を
使
う
よ
う
で
す
。

飾
る
場
所
も
門
の
前
と
は
限
ら

ず
、
家
の
中
や
神
棚
に
飾
っ
た
り

し
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
神

様
の
宿
る

。よ
り
し
ろ
”
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
そ
の
飾
り
を
外
す
日
で

す
が
、
こ
れ
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
。
松
の
内
”
を

一
月
三
日
ま
で
と
い
っ
た
り
、
七

日
ま
で
と
い
っ
た
り
ま
ち
ま
ち
だ

か
ら
で
す
。
な
か
に
は
、
十
四
日

ま
で
飾
っ
て
お
い
て
、
十
五
日
の

小
正
月
に
そ
れ
を
焼
い
て
、
。ど
ん

と
さ
ま
”
と
い
う
行
事
を
す
る
地

域
も
あ
り
ま
す
。

最
近
の
都
会
の
集
合
住
宅
で
は
、

松
飾
り
を
立
て
る
習
慣
も
少
な
く

な
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を
ド

ア
に
つ
け
た
ま
ま
、
お
正
月
を
迎

え
る
家
も
見
か
け
ま
す
。
で
も
、

昔
か
ら
の
伝
統
文
化
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
だ
け
は
、
忘
れ
た
く
な

い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
一
月
二
十
六

日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

で
す
。
昭
和
二
十
四
年
の
こ

の
日
、
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画

が
焼
損
し
た
の
で
す
。
こ
の

日
を
機
会
に
文
化
財
の
大
切

さ
を
話
し
合
い
、
火
災
の
恐

ろ
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
ょ
う
。



（
自

慢

の

眛

・

ぬ

か

み

そ

漬

け
Ｖ

漬
物
は
、
季
節
の
野
菜
を
お

い
し
く
食
べ
る
料
理
の
一
つ
で

す
。ぬ

か
み
そ
漬
け
は
、
ま
ず
、

ぬ
か
と
塩
水
で
「
ぬ
か
床
」
を

作
り
ま
す
。
お
な
べ
に
お
湯
を

沸
か
し
、
塩
を
溶
か
し
て
冷
ま

し
、
塩
水
琵
町
リ
ヨ
し
口

殫
の

量
は
好
み
で
す
が
、
ぬ
か
一
キ

ロ
と

水
四

合

（
約

〇
・
七

二

リ
ッ
ト
ル
）
に
対
し
、
塩
百
五

十

グ
ラ

ム
の
割
合

が
標
準

で

す
。ぬ

か
と
塩
水
を
、
お
け
な
ど

の
容
器
に
入
れ
、
手
に
べ
と
つ

’か
な
い
程
度
の
固
さ
に
こ
ね
ま

す
。
朝
、
昼
、
夕
の
三
回
、
よ

く
か
き
ま
ぜ
ま
す
。
こ
れ
を
一

週
間
続
け
、
ぬ
か
床
を
作
り
ま

す
。こ

う
し
て
作
っ
た
ぬ
か
床

に
、
い
き
な
り
野
菜
を
漬
け
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
最
初
は
大
根

や
白
菜
な
ど
の
切
れ
端
、
く
ず

野
菜
を
木
綿
の
袋
に
入
れ
て
、

三
日
ほ
ど
漬
け
て
お
き
ま
す
。

野
菜
か
ら
水
分
が
出
て
、
ぬ
か

床
が
柔
ら
か
く
な
り
落
ち
着
き

ま
す
。

そ
の
後
、
本
格
的
に
野
菜
を

漬
け
ま
す
が
、
。
自
慢
の
味
″

を
出
す
に
は
昆
布
、
い
っ
た
煮

干
し
、
唐
辛
子
、
ニ
ン
ニ
ク
な

ど
を
好
み
に
合
わ
せ
、
ガ
ー
ゼ

な
ど
に
包
ん
で
容
器
に
入
れ
て

お
く
と
、
独
自
の
風
味
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
容
器
は
、

冷
暗
所
に
置
く
よ
う
に
し
ま

ぬ
か
み
そ
漬
け
を
お
い
し
く

食
べ
る
に
は
、
一
に
も
二
に
も

手
入
れ
が
大
切
－

毎
日
必
ず

一
回
は
、
底
か
ら
十
分
に
か
き

回
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
う
す
る
と
、
酵
母
菌
が
空

気
に
触
れ
て
働
き
が
活
発
に
な

り
、
漬
物
が
酸
っ
ぱ
く
な
り
ま

せ
ん
。
ぬ
か
床

が
水
っ

ぽ
く

な
っ
た
ら
ぬ
か
を
補
充
し
、
み

そ
ぐ
ら
い
の
固
さ
に
な
る
ま
で

か
き
混
ぜ
ま
す
。

卵
の
殼
を
数
固
分
砕
い
て
、

布
に
く
る
ん
で
入
れ
て
お
く
と

殼
の
成
分
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

が
ぬ
か
の
乳
酸
に
作
用
し
て
、

酸
味
を
中
和
し
ま
す
。
夏
ミ
カ

ン
や
レ
モ
ン
の
皮
を
一
緒
に
漬

け
込
む
と
、
酸
味
を
消
し
ま
す

し
、
臭
み
を
と
る
効
果
も
あ
り

ま
す
。

正しく使おうあなたを守る

こんなときにも

ためらわず／

★どろぼうなどのひがいに

あったら

★たおれている人がい たら

★交通事故があったら

★けんかを見たら

★押し売りが来て困ったら
いたずら電話はやめましよう

な に が あ っ た の か ま ず 、話 し て く だ さ い 。

係員がお尋 ねしますので落ち着いてお答えください。

１月１０日は です

Ｑ３７―２２１１

＝むつ総合病院閉庁のお知らｊせ

平成５年１月からむつ総合病

院は、毎月第２土曜日を休ませ

ていただきます。

ただし、救急患者にっいては、

従来どおり受付いたします。

満１歳になります

正 村 圭 佑ちゃん
（昭彦・みどり）

大 佐 井

戸籍の窓口

１２月１０日現在

（蓁）お誕生おめでとう

小笠原 拓 也（昭彦）大佐井

船 越 啓 太（正吾）古佐井

東 出 稜 平 ∩｜告 ）磯 谷

（券）ご結婚おめでとう

（ 杉 山 司（十和田湖町）

菊 池 利 子（：犬 イ左 井）

（ 福 田 利 秋（大 イ左 井）

馬 場 齎 美（愛 川 町）

（ 竹 内 進（古 イ左 井）

池 田 三手子（原 田）

（券）おくやみ申し上げます

横 浜 政 雄（芳 男）磯 谷

田 中 峯 －（み つ）磯 谷

山 俯 ト シ（昭之進）大佐井

韭 野 匸 イ言（登美子）大佐井

倉 谷 哲 夫（けさ子）大佐井

１１月３０日現在人口（前月比）

男 １，８０３（－３）

女 １，８２８（－８）

計 ３，６３り（‐ 竹）

世帯数 １，１１６（－２）
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